
　
四
月
九
日

　
二
階
の
南
面
、
カ
ロ
ラ
イ
ン
・
ジ
ャ
ス
ミ
ン
が
花
盛
り
だ
。
四
メ
ー
タ
ー

位
の
天
井
ま
で
育
っ
た
の
は
数
年
前
だ
っ
た
が
、
花
を
こ
ん
な
に
咲
か
せ
た

の
は
初
め
て
。
レ
モ
ン
・
イ
エ
ロ
ー
の
花
は
い
か
に
も
カ
ロ
ラ
イ
ン
の
名
に

ふ
さ
わ
し
く
、
湿
っ
た
気
配
を
ま
き
散
ら
さ
ぬ
の
が
良
い
、
と
思
い
た
い
。

こ
ん
な
に
育
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
今
更
、
反
米
で
ゆ
こ
う
と
切
り
倒

せ
な
い
。
屋
上
菜
園
に
生
ゴ
ミ
埋
め
て
、
い
さ
さ
か
の
草
取
り
。
仏
の
座
と

い
う
雑
草
は
名
前
と
は
裏
腹
に
仏
の
座
帝
国
軍
と
呼
び
た
い
く
ら
い
に
繁
殖

力
が
旺
盛
で
、
根
も
太
く
強
く
は
び
こ
っ
て
い
る
。
知
ら
ぬ
間
に
何
が
し
か

の
花
が
咲
き
、
す
も
も
の
木
の
花
は
散
っ
た
よ
う
だ
。
世
田
谷
村
は
屋
上
を

仏
の
座
軍
団
に
占
拠
さ
れ
、
二
階
は
カ
ロ
ラ
イ
ン
空
挺
部
隊
に
降
下
占
有
さ

れ
、
一
階
は
廃
材
の
山
の
廃
虚
状
態
で
あ
る
。

　
十
五
時
大
隈
講
堂
新
入
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
。
年
に
一
度
の
全
教
員
の
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
の
考
え
を
知
る
事
が
で
き
る
。
十
八
時
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
非
常
勤
講
師
の
先
生
方
と
の
会
。
二
〇
数
名
の
方
が

集
ま
っ
た
。
建
築
学
研
究
所
発
足
の
報
告
を
す
る
。
二
〇
時
頃
散
会
。
二
十

一
時
前
世
田
谷
村
に
戻
る
。
何
人
か
の
参
会
者
よ
り
「
批
評
と
理
論
」
出
版

に
関
す
る
感
想
等
を
い
た
だ
い
た
。
閉
塞
状
態
の
建
築
界
に
小
さ
な
一
石
位

に
は
な
っ
て
欲
し
い
と
思
う
。

　
今
日
は
何
故
か
知
れ
ぬ
が
昭
和
五
十
一
年
出
刊
河
出
書
房
新
社
の
文
芸
読

本
中
原
中
也
を
読
み
直
し
て
み
た
。
中
也
に
限
ら
ず
、
日
本
の
詩
人
一
般
に

そ
れ
程
の
関
心
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
が
、
小
林
秀
雄
の
「
中
原
中
也
の
思

ひ
出
」
と
い
う
短
文
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
記
憶
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
再

読
し
て
、
ア
ア
と
思
っ
た
。
小
林
秀
雄
の
こ
の
短
文
に
中
也
の
す
べ
て
が
批

評
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　
四
月
十
日
　
日
曜
日

　
グ
デ
グ
デ
と
、
三
島
由
紀
夫
等
読
ん
で
過
ご
す
。
午
後
は
村
上
春
樹
ま
で

グ
デ
グ
デ
を
拡
げ
る
。
村
上
の
エ
ッ
セ
イ
の
類
は
三
島
の
も
の
と
読
み
比
べ

て
み
る
と
明
ら
か
に
質
が
落
ち
る
。
三
島
は
読
者
に
文
学
の
本
義
ら
し
き
を

持
っ
て
何
か
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
と
幻
想
し
、
や
が
て
、
絶
望
し
て
自
死
し

た
。
本
の
印
税
収
入
と
は
何
か
と
考
え
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
き
る
自
分
を

嫌
悪
し
た
。
あ
る
意
味
で
は
文
学
の
力
、
自
分
の
力
を
信
じ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
村
上
は
読
者
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
視
る
。
村
上
春
樹
は
極
め
て
消

費
資
本
主
義
的
作
家
な
の
だ
。
山
本
夏
彦
言
う
と
こ
ろ
の
ニ
セ
毛
唐
、
ニ
セ

ア
メ
リ
カ
人
風
の
と
こ
ろ
が
ま
さ
に
あ
る
。
夕
方
室
内
の
原
稿
、
丹
下
健
三

追
悼
文
書
く
。
二
十
一
時
修
了
。
旭
ガ
ラ
ス
の
伊
勢
谷
君
よ
り
電
話
あ
り
、

久
米
設
計
の
役
員
、
同
級
生
の
小
野
君
死
去
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。
小
野
君

は
組
織
事
務
所
を
率
い
る
建
築
家
と
し
て
の
品
格
を
持
つ
人
間
で
あ
っ
た
。

小
野
君
は
病
死
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
余
り
に
早
過
ぎ
る
死
で
あ
る
。
残
念

だ
。
十
二
日
の
通
夜
に
は
出
席
し
た
い
。
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